
平成２６年度第６回県政参画電子アンケート 

『がんに関する県民意識調査』調査結果 

 

１ 調査概要 

・テーマ：がんに関する県民意識調査 

 ・期間：平成 26 年 7月 10 日(木) ～ 7 月 22 日(火) 17:00 まで 

 ・対象：県政参画電子アンケート会員 

 ・回答：３９０名／４８１名（８１．１％） （※回答者数は重複回答者除く） 

  

２ アンケートの調査目的 

鳥取県のがん死亡率は全国平均に比べ従来より高く（悪く）推移していることから、早急かつ効果 

的にがん死亡率を減少させる取組を強化することが喫緊の課題となっています。 

このため、県では平成２０年に「鳥取県がん対策推進計画」を定めるほか、平成２２年に「鳥取県 

がん対策推進条例」を制定するなど、県を挙げてがん対策の取組を推進しているところです。 

中でも、がん検診の受診率５０％を目標に掲げていますが、近年２５％前後で推移しているところ 

です。このがん検診の受診率を向上させることが、ひいてはがん死亡率の減少に繋がることから、県 

民の皆さまのがん検診の実態などについてお尋ねし、今後の取組の参考とさせていただきたいので 

御協力をお願いいたします。 

 

（問１）お住まいはどちらですか。  

１ 鳥取市   152 人 39% 
 

２ 米子市   114 人 29.2% 
 

３ 倉吉市   30 人 7.7% 
 

４ 境港市   20 人 5.1% 
 

５ 岩美郡   3 人 0.8% 
 

６ 八頭郡   10 人 2.6% 
 

７ 東伯郡   32 人 8.2% 
 

８ 西伯郡   18 人 4.6% 
 

９ 日野郡   6 人 1.5% 
 

１０ 県外   5 人 1.3% 
  

 

（問２）性別をお答えください。  

１ 男性   161 人 41.3% 
 

２ 女性   229 人 58.7% 
  

 

（問３）年齢をお答えください。  

１ ２０歳未満   4 人 1% 
 

２ ２０～２９歳   50 人 12.8% 
 

３ ３０～３９歳   111 人 28.5% 
 

４ ４０～４９歳   113 人 29% 
 

５ ５０～５９歳   53 人 13.6% 
 



６ ６０～６９歳   42 人 10.8% 
 

７ ７０歳以上   17 人 4.4% 
  

 

（問４）職業をお答えください。  

１ 自営業   22 人 5.6% 
 

２ 会社員   147 人 37.7% 
 

３ 公務員   24 人 6.2% 
 

４ 主婦   96 人 24.6% 
 

５ 学生   15 人 3.8% 
 

６ その他   86 人 22.1% 
  

 

（問５）「がん」は、進行した段階では治療が困難であることも多く、早期発見、早期治療が望まれます。あな

たは、「がん」の早期発見のために「がん検診」が必要なことをご存じですか  

１ よく知っている   299 人 76.7% 
 

２ なんとなく知っている   82 人 21% 
 

３ 知らない   7 人 1.8% 
  

 

 

 
 （問６）あなたは、過去（それぞれの期間）に、がん検診及び肝炎ウイルス検査を受けたことがありますか。検

診別にお答えください。 

 

（問６－１）胃がん検診【過去１年以内】  

１ ある   143 人 36.7% 
 

２ ない   240 人 61.5% 
 

３ 分からない   6 人 1.5% 
  

 

（問６－１－１）どんな検査方法ですか（当てはまるものを選んでください。）  
１ バリウムによるレントゲン

撮影 
  87 人 22.3% 

 

２ 内視鏡検査   62 人 15.9% 
  

 

（問６－２）大腸がん検診（便潜血反応検査（検便））【過去１年以内】  

１ ある   137 人 35.1% 
 

２ ない   195 人 50% 
 

３ 分からない   5 人 1.3% 
  

 



 

（問６－３）肺がん検診【過去１年以内】  

１ ある   116 人 29.7% 
 

２ ない   207 人 53.1% 
 

３ 分からない   10 人 2.6% 
  

 

（問６－４）子宮がん検診【過去１年以内】  

１ ある   114 人 29.2% 
 

２ ない   204 人 52.3% 
 

３ 分からない  0 人 0%  
 

 

（問６－５）乳がん検診【過去２年以内】  

１ ある   76 人 19.5% 
 

２ ない   236 人 60.5% 
 

３ 分からない   1 人 0.3% 
  

 

（問６－６）肝炎ウイルス検査【これまでに１度でも】  

１ ある   107 人 27.4% 
 

２ ない   206 人 52.8% 
 

３ 分からない   22 人 5.6% 
  

 

（問７）がん検診をどのような機会に受けましたか。（受診回数が最も多いもの１つ選んでください。）  

１ 市町村の検診   106 人 27.2% 
 

２ 職場での検診   92 人 23.6% 
 

３ 全額自己負担での診察   18 人 4.6% 
 

４ 他疾患や症状があって受

診した医療機関での検診（保

険適応） 
  26 人 6.7% 

 

５ その他   12 人 3.1% 
  

 

（問８）がん検診を受けたきっかけはどのようなことでしたか。【複数回答可】  
１ 健康管理のため必要だっ

た 
  117 人 30% 

 

２ 気になる症状があったか

ら 
  36 人 9.2% 

 

３ 職場の検診内容にあった

から 
  78 人 20% 

 

４ 定期検診とがん検診が同

時に実施できたから 
  38 人 9.7% 

 



５ 休日や夜間に検診を受け

られたから 
  3 人 0.8% 

 

６ 市町村からの検診の案内

があったから 
  85 人 21.8% 

 

７ かかりつけ医に受診を勧

められたから 
  21 人 5.4% 

 

８ 家族や知人などに受診を

勧められたから 
  13 人 3.3% 

 

９ テレビ、ラジオ、新聞等の

マスメディアで検診を勧める

情報を見聞きしたから 
  8 人 2.1% 

 

１０ 家族や近親者ががんに

なったのを知ったから 
  14 人 3.6% 

 

１１ 知人や著名な人ががん

になったのを知ったから 
  3 人 0.8% 

 

１２ 検診の費用が安かった

から 
  37 人 9.5% 

 

１３ 特に理由はない   14 人 3.6% 
 

１４ その他   9 人 2.3% 
  

 

（問９）検診を受けない理由は何ですか。【複数回答可】  

１ 検診のことを知らなかった   10 人 2.6% 
 

２ 時間が無かったから   36 人 9.2% 
 

３ 休日や夜間に受けられな

いから 
  15 人 3.8% 

 

４ 面倒だから   37 人 9.5% 
 

５ 費用が高いから   61 人 15.6% 
 

６ 健康状態に自信があり、

必要性を感じないから 
  17 人 4.4% 

 

７ 必要なときはいつでも医療

機関で受診できるから 
  17 人 4.4% 

 

８ 検査に伴う苦痛などに不

安があるから 
  28 人 7.2% 

 

９ 検査の内容や方法が分か

らず不安だったから 
  17 人 4.4% 

 

１０ 結果を知るのが怖かった

から 
  14 人 3.6% 

 

１１ どこで検査を受ければよ

いか分からないから 
  16 人 4.1% 

 

１２ まだそういう年齢ではな

いから 
  46 人 11.8% 

 

１３ 進行がんでも薬で治るの

ではないかと考えているから 
 0 人 0%  

１４ 特に理由はない   28 人 7.2% 
 

１５ その他   11 人 2.8% 
  

 

 



（問１０）今後どのような取組があれば、検診を受けたいと思われますか。 

（受診する人が増えると思われますか）【複数回答可】  

１ 職場で検診を勧められる   119 人 30.5% 
 

２ 受診しやすい場所（職場、

自宅近く、ショッピングセンタ

ーなど）で受けられる 
  132 人 33.8% 

 

３ 休日や夜間に検診を受け

られる 
  129 人 33.1% 

 

４ かかりつけ医で受診を勧

められる 
  63 人 16.2% 

 

５ 各種がん検診が同時に受

けられる 
  126 人 32.3% 

 

６ 定期検診とがん検診が同

時に実施できる 
  121 人 31% 

 

７ 個人に検診内容や受診で

きる場所等の具体的な受診の

案内を頻繁に届ける 
  38 人 9.7% 

 

８ コールセンターなどから電

話により検診を勧められる 
  5 人 1.3% 

 

９ 検診費用を安くする   214 人 54.9% 
 

１０ がんを経験した人の体験

を聞く 
  13 人 3.3% 

 

１１ 保健師や医師からがん

検診の重要性について話を聞

く 
  15 人 3.8% 

 

１２ テレビ、ラジオ、新聞等の

マスメディアで、より頻繁に広

報する 
  28 人 7.2% 

 

１３ その他   18 人 4.6% 
  

 
「緩和ケア」等についてお尋ねします。 
＜緩和ケアとは・・・＞ 
 がんなどの疾患を抱える患者とその家族に対して病院や自宅での療養に際し、疾患の早期から治療を平行し、身体症状の緩和や精

神心理的な問題、社会的問題への援助など、療養生活の質の維持向上を図る行為を「緩和ケア」といいます。 
 

（問１１）「緩和ケア」について以下から当てはまることにチェックを入れてください【複数回答可】  
１ 「緩和ケア」の意味を十分

知っていた 
  76 人 19.5% 

 

２ 痛みなどの身体症状のみ

を対象とすると思っていた 
  85 人 21.8% 

 

３ 終末期の患者だけを対象

とすると思っていた 
  132 人 33.8% 

 

４ 治療と並行でなく、単独で

行われるもの（他の治療と合

わせて受けられないもの）と思

っていた 

  17 人 4.4% 
 

５ 病院、緩和ケア病棟など

の限られた場所でしか行われ

ないと思っていた 
  72 人 18.5% 

 

６ よく知らないが、聞いたこと

はある 
  65 人 16.7% 

 



７ 知らなかった   75 人 19.2% 
 

８ 分からない   11 人 2.8% 
 

９ その他   2 人 0.5% 
  

 

（問１２）あなたが治る見込みがなく、死期が迫っていると告げられた場合、 

どこで療養生活を送りたいですか  

１ 病院   68 人 17.4% 
 

２ 自宅   272 人 69.7% 
 

３ 施設   37 人 9.5% 
 

４ その他   12 人 3.1% 
  

 

 

（問１３）安心して在宅（自宅）療養するために必要なことは何だと思いますか【複数回答可】 
１ 病院スタッフ、かかりつけ

医、訪問看護師等の連携 
  240 人 61.5% 

 

２ 病状や治療について、か

かりつけ医や訪問看護師が

病院と相談できる体制 
  163 人 41.8% 

 

３ 在宅患者が体調が悪化し

た場合に緊急入院できる体

制 
  209 人 53.6% 

 

４ 家族が在宅療養に関して

必要な情報入手や相談がで

きる体制 
  143 人 36.7% 

 

５ 家族が患者を支えるため

の研修の機会 
  65 人 16.7% 

 

６ 家族の負担軽減のための

短期入院がいつでもできる体

制 
  225 人 57.7% 

 

７ 家族への心身のケア   179 人 45.9% 
 

８ 訪問看護、訪問介護の利

用拡大 
  135 人 34.6% 

 

９ 車いすやベッドなどの福祉

用具の充実 
  106 人 27.2% 

 

１０ その他   11 人 2.8% 
  

 


